
(57)【要約】

【課題】エプロン下方の空間を利用して作業員の作業を

容易にすることができるエレベータかごを提供する。

【解決手段】エレベータかご７はかご床８と、かご床８

に敷居受け１７を介して設けられた敷居１８と、敷居受

け１７に設けられたエプロン２９とを備えている。エプ

ロン２９は上部エプロン３０と、下部エプロン３１とか

らなり、上部エプロン３０と下部エプロン３１はチョウ

ボルト３２とナット３３とにより連結されている。下部

エプロンのうちチョウボルト３２とナット３３の近傍に

、第１開口穴３６が設けられている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ レ ベ ー タ か ご に お い て 、
か ご 床 と 、
前 記 か ご 床 の 前 端 に 敷 居 受 け を 介 し て 設 け ら れ た 敷 居 と 、
前 記 敷 居 受 け に 設 け ら れ た エ プ ロ ン と を 備 え 、
前 記 エ プ ロ ン は 上 下 に 分 割 し た 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と か ら な り 、
前 記 上 部 エ プ ロ ン と 前 記 下 部 エ プ ロ ン は チ ョ ウ ボ ル ト お よ び ナ ッ ト に よ り 締 結 さ れ 、
前 記 か ご 床 と 前 記 上 部 エ プ ロ ン と は 振 れ 止 め 部 材 に よ り 連 結 さ れ 、
前 記 下 部 エ プ ロ ン の う ち チ ョ ウ ボ ル ト 及 び ナ ッ ト の 締 結 箇 所 近 傍 に 、 第 １ 開 口 穴 を 形 成 し
た こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ か ご 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 上 部 エ プ ロ ン に チ ョ ウ ボ ル ト に 当 接 す る リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ を 設 け 、
前 記 チ ョ ウ ボ ル ト を ナ ッ ト か ら 取 外 し た 場 合 、 前 記 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ が 動 作 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の エ レ ベ ー タ か ご 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 下 部 エ プ ロ ン に 横 方 向 に 細 長 く 延 び る 第 ２ 開 口 穴 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の エ レ ベ ー タ か ご 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 敷 居 受 け の 側 面 に 前 記 エ プ ロ ン を 両 側 方 か ら 支 持 す る 案 内 部 材 を 設 け 、
前 記 エ プ ロ ン は 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と の 間 に 位 置 す る 中 間 エ プ ロ ン を 有 し 、
下 部 エ プ ロ ン お よ び 中 間 エ プ ロ ン に 、 横 方 向 に 細 長 く 延 び る 第 ２ 開 口 穴 お よ び 第 ３ 開 口 穴
を 各 々 設 け 、
下 部 エ プ ロ ン お よ び 中 間 エ プ ロ ン は 、 案 内 部 材 に 沿 っ て 移 動 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の エ レ ベ ー タ か ご 。
【 請 求 項 ５ 】
エ レ ベ ー タ か ご に お い て 、
か ご 床 と 、
前 記 か ご 床 の 前 端 に 敷 居 受 け を 介 し て 設 け ら れ た 敷 居 と 、
前 記 敷 居 受 け に 設 け ら れ た エ プ ロ ン と を 備 え 、
前 記 エ プ ロ ン は 上 部 エ プ ロ ン と 、 下 部 エ プ ロ ン と 、 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と の 間 に
位 置 す る 複 数 の 中 間 エ プ ロ ン と か ら な り 、
上 部 エ プ ロ ン 、 下 部 エ プ ロ ン お よ び 各 中 間 エ プ ロ ン は 互 い に 蝶 番 に よ り 連 結 さ れ 、
前 記 か ご 床 と 前 記 下 部 エ プ ロ ン と は 振 れ 止 め 部 材 に よ り 連 結 さ れ 、
前 記 下 部 エ プ ロ ン の う ち 振 れ 止 め 部 材 近 傍 に 、 第 ４ 開 口 穴 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る エ レ
ベ ー タ か ご 。
【 請 求 項 ６ 】
エ レ ベ ー タ か ご に お い て 、
か ご 床 と 、
前 記 か ご 床 の 前 端 に 敷 居 受 け を 介 し て 設 け ら れ た 敷 居 と 、
前 記 敷 居 受 け に 設 け ら れ た エ プ ロ ン と を 備 え 、
前 記 エ プ ロ ン は 上 部 エ プ ロ ン と 、 下 部 エ プ ロ ン と 、 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と の 間 に
位 置 す る 複 数 の 中 間 エ プ ロ ン と か ら な り 、 上 部 エ プ ロ ン 、 下 部 エ プ ロ ン お よ び 各 中 間 エ プ
ロ ン は 互 い に 摺 動 自 在 に 連 結 さ れ る と と も に 、 パ ン タ グ ラ フ 機 構 に よ り 駆 動 さ れ 、
前 記 か ご 床 と 前 記 下 部 エ プ ロ ン と は 振 れ 止 め 部 材 に よ り 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る エ レ
ベ ー タ か ご 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 エ プ ロ ン を 有 す る エ レ ベ ー タ か ご に 係 り 、 と り わ け エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 利 用
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す る こ と が で き る エ レ ベ ー タ か ご に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り エ レ ベ ー タ か ご の 停 止 時 に お い て 着 床 誤 差 が 大 き い 場 合 に 、 乗 客 等 が 昇 降 路 内 へ
転 落 し な い よ う 、 エ レ ベ ー タ か ご 床 の 出 入 口 の 敷 居 下 部 に エ プ ロ ン が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
次 に 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に よ り 、 従 来 の エ レ ベ ー タ か ご の エ プ ロ ン に つ い て 説 明 す る 。 こ
の う ち 図 １ ０ は エ レ ベ ー タ か ご ７ の か ご 床 ８ の 前 端 部 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ ０ に お い て 、 か ご 床 ８ の 前 端 部 は 、 か ご 床 ８ の 表 面 を 形 成 し て い る 床 仕 上 材 １ ４ と 、
床 仕 上 剤 １ ４ の 下 部 に 配 設 さ れ た 床 材 １ ５ と 、 床 材 １ ５ の 下 面 に 紙 面 に 直 交 し て 設 け ら れ
た 複 数 の 床 補 強 １ ６ と を 有 し て い る 。 か ご 床 ８ の 最 前 端 部 の 床 材 １ ５ の 下 部 に 敷 居 受 け １
７ が 設 け ら れ 、 敷 居 受 け １ ７ の 上 部 に 敷 居 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 敷 居 １ ８ の 下 部 に
位 置 す る 敷 居 受 け １ ７ に 、 溶 接 ナ ッ ト １ ９ と ボ ル ト ２ ０ を 介 し て エ プ ロ ン ２ １ が 設 け ら れ
て い る 。 さ ら に 最 前 側 の 床 補 強 １ ６ の 前 側 に 振 れ 止 め 部 材 取 付 部 ２ ２ が 設 け ら れ 、 エ プ ロ
ン ２ １ の 折 り 曲 げ 部 ２ ５ と 振 れ 止 め 部 材 取 付 部 ２ ２ と は 、 ボ ル ト ２ ３ を 介 し て 取 付 け ら れ
た 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ に よ り 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ １ は 、 エ プ ロ ン ２ １ の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ １ に お い て 、 エ プ ロ ン ２ １ に は 、 そ の 上 部
に 一 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の だ る ま 穴 ２ ６ と 、 高 さ 方 向 中 央 部 に 形 成 さ れ た 折 り 曲 げ 部 ２ ５
と が 設 け ら れ て い る 。 ま た 折 り 曲 げ 部 ２ ５ の 切 欠 き 部 分 に 高 さ 方 向 に 長 い 形 状 を し た 貫 通
穴 ２ ７ が 形 成 さ れ る と と も に 、 折 り 曲 げ 部 ２ ５ の 下 部 に 振 れ 止 め 部 材 ２ ３ を 連 結 す る た め
溶 接 ナ ッ ト ２ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 従 来 の エ レ ベ ー タ か ご で は 、 近 年 の バ リ ア フ リ ー 化 に 伴 う 公
共 設 備 、 例 え ば 駅 舎 等 へ の エ レ ベ ー タ 設 置 の 需 要 が 増 加 す る 中 で 、 以 下 の よ う な 課 題 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
既 存 の 駅 舎 に エ レ ベ ー タ を 増 設 す る と い う 条 件 よ り 、 駅 舎 エ レ ベ ー タ は 、 最 下 階 が 改 札 口
階 で 最 上 階 が ホ ー ム 階 の よ う な ２ 方 向 出 入 口 の 仕 様 を 有 し て い る 。 最 下 階 と 最 上 階 の 行 程
差 で あ る 階 高 が き わ め て 低 い 場 合 、 作 業 員 が 昇 降 路 最 下 部 に あ た る ピ ッ ト に 入 り 作 業 す る
と き 、 敷 居 下 部 に エ プ ロ ン が あ る 為 に 、 作 業 員 が ピ ッ ト へ 侵 入 可 能 な 空 間 が 確 保 さ れ て い
な い 。 こ の 場 合 、 作 業 員 は 敷 居 １ ８ と エ プ ロ ン ２ １ の 締 結 部 の ボ ル ト ２ ０ を 緩 め 、 ま た エ
プ ロ ン ２ １ と か ご 床 ８ を 連 結 し て い る 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ の 締 結 部 の ボ ル ト ２ ３ を 取 り 外 し
、 か ご 床 ８ か ら エ プ ロ ン ２ １ 全 体 を 取 り 外 し て エ プ ロ ン ２ １ 下 方 の 空 間 を 確 保 し た 後 に ピ
ッ ト に 侵 入 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 最 上 階 に エ レ ベ ー タ か ご が 停 止 し た 際 、 作 業 員 が ピ ッ ト で の 作 業 を 完 了 し 、 ピ ッ ト
か ら 乗 場 に 出 る 場 合 、 敷 居 受 け １ ７ に 溶 接 ナ ッ ト １ ９ が 取 付 け ら れ て い る の で 、 敷 居 １ ８
と エ プ ロ ン ２ １ と を 締 結 し て い る ボ ル ト ２ ０ は 、 乗 り 場 側 か ら 容 易 に 取 り 外 す こ と が 出 来
る が 、 ピ ッ ト 内 か ら 取 り 外 す こ と が 不 可 能 で あ る 。 そ の 結 果 、 作 業 員 は ピ ッ ト か ら エ プ ロ
ン ２ １ を 取 り 外 す こ と が で き ず 、 エ プ ロ ン ２ １ 下 方 の 空 間 が 確 保 さ れ て い な い 為 、 作 業 員
は 一 人 で ピ ッ ト か ら 乗 場 へ 出 る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る 為 、 エ プ ロ ン を 上 下 に 伸 縮 で き る よ う な 機 構 と し て 、 特 開 ２ ０
０ ２ － １ ７ ９ ３ ６ ８ の ダ ブ ル デ ッ キ エ レ ベ ー タ の エ プ ロ ン 階 間 調 整 が 考 え ら れ る 。 こ の よ
う な ダ ブ ル デ ッ キ エ レ ベ ー タ の エ プ ロ ン は 、 上 側 エ レ ベ ー タ の か ご 床 の 敷 居 と 、 下 側 エ レ
ベ ー タ の か ご 天 井 に 連 結 さ れ 、 上 下 両 方 の エ レ ベ ー タ か ご の 動 作 と リ ン ク し て い る た め 、
エ プ ロ ン が 上 下 に 伸 縮 で き 、 階 高 の 違 い に よ る エ プ ロ ン の 高 さ を 調 整 す る も の で あ る 。 し
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か し な が ら 、 こ の 発 明 は 、 あ く ま で 上 下 に エ レ ベ ー タ か ご に エ プ ロ ン 及 び 整 風 板 を 固 設 し
、 エ レ ベ ー タ か ご を 上 下 駆 動 装 置 に よ り 移 動 さ せ て エ プ ロ ン 階 間 調 整 を 行 う も の で あ り 、
エ プ ロ ン の 高 さ 調 整 を 行 う た め 、 大 型 の 駆 動 装 置 を 必 要 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は こ の よ う な 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 エ プ ロ ン を 上 下 に 伸 縮 で き る よ う
な 大 型 の 駆 動 装 置 を 必 要 と せ ず 、 乗 場 側 と ピ ッ ト 内 の 両 方 か ら エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 容 易
に 確 保 で き 、 安 価 で 作 業 性 を 向 上 す る こ と が 出 来 る エ レ ベ ー タ か ご を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 エ レ ベ ー タ か ご に お い て 、 か ご 床 と 、 前 記 か ご 床 の 前 端 に 敷 居 受 け を 介 し て 設
け ら れ た 敷 居 と 、 前 記 敷 居 受 け に 設 け ら れ た エ プ ロ ン と を 備 え 、 前 記 エ プ ロ ン は 上 下 に 分
割 し た 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と か ら な り 、 前 記 上 部 エ プ ロ ン と 前 記 下 部 エ プ ロ ン は
チ ョ ウ ボ ル ト お よ び ナ ッ ト に よ り 締 結 さ れ 、 前 記 か ご 床 と 前 記 上 部 エ プ ロ ン と は 振 れ 止 め
部 材 に よ り 連 結 さ れ 、 前 記 下 部 エ プ ロ ン の う ち チ ョ ウ ボ ル ト 及 び ナ ッ ト の 締 結 箇 所 近 傍 に
第 １ 開 口 穴 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ か ご で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 エ プ ロ ン を 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と に 分 割 し た こ と に よ り 、 第 １
開 口 穴 を 介 し て 乗 場 か ら 、 ま た は ピ ッ ト か ら チ ョ ウ ボ ル ト を 取 り 外 し 下 部 エ プ ロ ン を 容 易
に 取 り 外 す こ と が で き 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は 、 前 記 上 部 エ プ ロ ン に チ ョ ウ ボ ル ト に 当 接 す る リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ を 設 け 、 前 記 チ ョ ウ
ボ ル ト を ナ ッ ト か ら 取 外 し た 場 合 、 前 記 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ が 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ
ー タ か ご で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ を 設 け た こ と に よ り 、 エ レ ベ ー タ か ご の 不 用 意 な 動 き に 対
し 、 作 業 員 に 対 す る 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 乗 場 ま た は ピ ッ ト か ら 下 部 エ プ
ロ ン を 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 前 記 下 部 エ プ ロ ン に 横 方 向 に 細 長 く 延 び る 第 ２ 開 口 穴 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と
す る エ レ ベ ー タ か ご で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ 開 口 穴 を 利 用 し 、 下 部 エ プ ロ ン の 取 り 外 し 作 業 を 容 易 に す る こ と が
で き 、 乗 場 ま た は ピ ッ ト か ら 下 部 エ プ ロ ン を 容 易 に 取 り 外 し て 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確
保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は 、 前 記 敷 居 受 け の 側 面 に 前 記 エ プ ロ ン を 両 側 方 か ら 支 持 す る 案 内 部 材 を 設 け 、 前
記 エ プ ロ ン は 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と の 間 に 位 置 す る 中 間 エ プ ロ ン を 有 し 、 下 部 エ
プ ロ ン お よ び 中 間 エ プ ロ ン に 、 横 方 向 に 細 長 く 延 び る 第 ２ 開 口 穴 お よ び 第 ３ 開 口 穴 を 各 々
設 け 、 下 部 エ プ ロ ン お よ び 中 間 エ プ ロ ン は 、 案 内 部 材 に 沿 っ て 移 動 可 能 と な る こ と を 特 徴
と す る エ レ ベ ー タ か ご で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 各 エ プ ロ ン が 案 内 部 材 に 沿 っ て 移 動 す る こ と が で き る の で 、 乗 り 場 ま た
は ピ ッ ト か ら 第 ２ 開 口 穴 お よ び 第 ３ 開 口 穴 を 利 用 し て 任 意 の エ プ ロ ン を 上 下 に 移 動 で き 、
エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 は 、 エ レ ベ ー タ か ご に お い て 、 か ご 床 と 、 前 記 か ご 床 の 前 端 に 敷 居 受 け を 介 し て 設
け ら れ た 敷 居 と 、 前 記 敷 居 受 け に 設 け ら れ た エ プ ロ ン と を 備 え 、 前 記 エ プ ロ ン は 上 部 エ プ
ロ ン と 、 下 部 エ プ ロ ン と 、 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と の 間 に 位 置 す る 複 数 の 中 間 エ プ
ロ ン と か ら な り 、 上 部 エ プ ロ ン 、 下 部 エ プ ロ ン お よ び 各 中 間 エ プ ロ ン は 互 い に 蝶 番 に よ り
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連 結 さ れ 、 前 記 か ご 床 と 前 記 下 部 エ プ ロ ン と は 振 れ 止 め 部 材 に よ り 連 結 さ れ 、 前 記 下 部 エ
プ ロ ン の う ち 振 れ 止 め 部 材 近 傍 に 、 第 ４ 開 口 穴 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ か ご
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 蝶 番 を 介 し て 連 結 さ れ た 各 エ プ ロ ン を 乗 場 ま た は ピ ッ ト か ら 蛇 腹 状 に 畳
み 込 む こ と が で き る の で 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 は 、 エ レ ベ ー タ か ご に お い て 、 か ご 床 と 、 前 記 か ご 床 の 前 端 に 敷 居 受 け を 介 し て 設
け ら れ た 敷 居 と 、 前 記 敷 居 受 け に 設 け ら れ た エ プ ロ ン と を 備 え 、 前 記 エ プ ロ ン は 上 部 エ プ
ロ ン と 、 下 部 エ プ ロ ン と 、 上 部 エ プ ロ ン と 下 部 エ プ ロ ン と の 間 に 位 置 す る 複 数 の 中 間 エ プ
ロ ン と か ら な り 、 上 部 エ プ ロ ン 、 下 部 エ プ ロ ン お よ び 各 中 間 エ プ ロ ン は 互 い に 摺 動 自 在 に
連 結 さ れ る と と も に 、 パ ン タ グ ラ フ 機 構 に よ り 駆 動 さ れ 、 前 記 か ご 床 と 前 記 下 部 エ プ ロ ン
と は 振 れ 止 め 部 材 に よ り 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ か ご で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 各 エ プ ロ ン を パ ン タ グ ラ フ 機 構 に よ り 、 乗 場 ま た は ピ ッ ト か ら 上 下 に 移
動 で き る の で 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ９ に よ り 、 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま ず 図 ９ に よ り 、 エ レ ベ ー タ 全 体 に つ い て 説 明 す る 。
図 ９ は 、 階 床 数 が ２ つ の ２ 方 向 の 出 入 口 を 有 す る エ レ ベ ー タ 全 体 の 縦 断 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ９ に お い て 、 エ レ ベ ー タ は 、 建 屋 内 に 垂 直 な 空 間 と し て 形 成 さ れ る 昇 降 路 １ と 、 昇 降 路
１ の 最 下 部 空 間 を 構 成 し て い る ピ ッ ト ２ と 、 昇 降 路 １ の 建 屋 垂 直 方 向 と 平 行 に 設 置 さ れ た
レ ー ル ３ と 、 昇 降 路 １ 内 を レ ー ル ３ に 沿 っ て 移 動 す る エ レ ベ ー タ か ご ７ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
レ ー ル ３ の 上 部 に 巻 上 機 ４ が 配 置 さ れ 、 巻 上 機 ４ に メ イ ン ロ ー プ ５ が 巻 き 付 け ら れ て い る
。 メ イ ン ロ ー プ ５ の 一 端 に カ ウ ン タ ー ウ ェ イ ト ６ が 設 け ら れ る と と も に 、 メ イ ン ロ ー プ ５
の 他 端 に 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の う ち 、 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご ７ は 、 下 部 に 設 置 さ れ た か ご 床 ８ と 、 か ご 床 ８ の
上 部 に 立 設 し た か ご 室 ９ と を 備 え て い る 。 ま た 、 最 下 階 １ ０ の 出 入 口 に は 最 下 階 乗 場 ド ア
１ １ が 設 置 さ れ 、 最 上 階 １ ２ の 出 入 口 に は 最 上 階 乗 場 ド ア １ ３ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 図 １ お よ び 図 ２ に よ り 、 エ レ ベ ー タ か ご ７ の か ご 床 ８ に つ い て 詳 述 す る 。 こ の う ち
図 １ は エ レ ベ ー タ か ご ７ の か ご 床 ８ の 前 端 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ に お い て 、 か ご 床 ８ は 、 か ご 床 ８ の 表 面 を 形 成 し て い る 床 仕 上 材 １ ４ と 、 床 仕 上 材 １
４ の 下 部 に 配 設 さ れ た 床 材 １ ５ と 、 床 材 １ ５ の 下 面 に 紙 面 に 直 交 し て 設 け ら れ た 複 数 の 床
補 強 １ ６ と を 有 し て い る 。 か ご 床 ８ の 最 前 端 部 の 床 材 １ ５ の 下 部 に 敷 居 受 け １ ７ が 設 け ら
れ 、 敷 居 受 け １ ７ の 上 部 に 敷 居 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 敷 居 １ ８ の 下 部 の 敷 居 受 け １
７ に 、 溶 接 ナ ッ ト １ ９ と ボ ル ト ２ ０ を 介 し て エ プ ロ ン ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 最 前 側 の 床 補 強 １ ６ の 前 側 に 、 振 れ 止 め 部 材 取 付 部 ２ ２ が 設 け ら れ 、 こ れ 振 れ 止 め
部 材 取 付 部 ２ ２ に ボ ル ト ２ ３ に よ り 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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ま た エ プ ロ ン ２ ９ は 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 下 部 エ プ ロ ン ３ １ に 分 割 さ れ 、 こ の う ち 上 部 エ
プ ロ ン ３ ０ は 、 上 記 の 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ に ボ ル ト ２ ３ に よ り 連 結 さ れ 、 こ の よ う に し て 敷
居 受 け １ ７ と 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ は 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ を 介 し て 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 さ ら
に 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ の 上 面 は 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ の 下 面 と 接 触 し 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と
下 部 エ プ ロ ン ３ １ は チ ョ ウ ボ ル ト ３ ２ と ナ ッ ト ３ ３ に よ り 締 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ２ は 、 エ プ ロ ン ２ ９ の 斜 視 図 を 示 し て い る 。 こ の う ち 図 ２ （ ａ ） は 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０
を 、 図 ２ （ ｂ ） は 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ を 各 々 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ２ （ ｂ ） に お い て 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ の 上 側 に は 折 り 曲 げ 部 ３ ４ が 形 成 さ れ 、 折 り 曲 げ
部 ３ ４ に は 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 締 結 す る 為 の 穴 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 下 部 エ プ ロ ン ３
１ の 上 側 の 穴 ３ ５ の 近 傍 位 置 に は 、 第 １ 開 口 穴 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 図 ２ （ ａ ） に お い
て 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ の 下 側 に は 折 り 曲 げ 部 ３ ７ が 形 成 さ れ 、 折 り 曲 げ 部 ３ ７ に は 、 下 部
エ プ ロ ン ３ １ と 締 結 す る 為 の 穴 ３ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ に は 、 そ の 上 部 に 一 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の だ る ま 穴 ２ ６ と 、 高 さ
方 向 中 央 部 に 形 成 さ れ た 折 り 曲 げ 部 ２ ５ と が 設 け ら れ て い る 。 ま た 折 り 曲 げ 部 ２ ５ の 切 欠
き 部 分 に 高 さ 方 向 に 長 い 形 状 を し た 貫 通 穴 ２ ７ が 形 成 さ れ る と と も に 、 折 り 曲 げ 部 ２ ５ の
下 部 に 溶 接 ナ ッ ト ２ ８ が 取 付 け ら れ 、 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ は ボ ル ト ２ ３ を 溶 接 ナ ッ ト ２ ８ に
嵌 込 む こ と よ り 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に こ の よ う な 構 成 か ら な る 本 実 施 の 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
作 業 員 が 保 守 点 検 作 業 を 行 う 場 合 、 乗 り 場 １ ０ ， １ ２ か ら は 第 １ 開 口 穴 ３ ６ を 利 用 し て 締
結 さ れ た チ ョ ウ ボ ル ト ３ ２ を 取 り 外 し 、 ピ ッ ト か ら は 直 に チ ョ ウ ボ ル ト ３ ２ を 取 り 外 す 。
こ の こ と に よ り 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ を 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ の
た め 乗 場 ま た は ピ ッ ト か ら 下 部 エ プ ロ ン ３ １ を 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き 、 エ プ ロ ン 下 方
の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】

次 に 本 発 明 に よ る 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ３ に よ り 説 明 す る 。 図 ３ に お い て 、 図 １ 、
図 ２ お よ び 図 ９ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 け て 詳 細 な 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ３ に お い て 、 エ プ ロ ン ２ ９ の 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ の 折 り 曲 げ 部 ３ ７ に 、 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ ４ ０
が 設 け ら れ て い る 。 他 は 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ９ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 略 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
通 常 は 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 下 部 エ プ ロ ン ３ １ は 、 折 り 曲 げ 部 ３ ７ ， ３ ４ の 穴 ３ ８ ， ３ ５
に 挿 入 さ れ た 複 数 の チ ョ ウ ボ ル ト ３ ２ と ナ ッ ト ３ ３ に よ り 締 結 さ れ て い る （ 図 １ お よ び 図
２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ ４ ０ は 、 中 央 に 位 置 し た チ ョ ウ ボ ル ト ３ ２ に よ り 、 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ レ バ ー ４ １
が 押 し 上 げ ら れ て 接 点 が 入 る 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ３ に お い て 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ を 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ か ら 取 り 外 す 時 に 、 図 １ に 示 す チ ョ
ウ ボ ル ト ３ ２ を 取 り 外 す と 、 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ レ バ ー ４ １ が 下 が り 、 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ ４ ０ の 接 点
が 切 れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ ４ ０ の 接 点 が 切 れ る と 、 巻 上 機 ４ の ブ レ ー キ が 作 動 し 、 エ レ ベ ー タ か ご ７ は
昇 降 で き な い の で 、 作 業 員 に 対 す る 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 乗 場 １ ０ ，
１ ２ ま た は ピ ッ ト ２ か ら 下 部 エ プ ロ ン ３ １ を 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き 、 エ プ ロ ン 下 方 の
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空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】

次 に 本 発 明 に よ る 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ４ に よ り 説 明 す る 。 図 ４ に お い て 、 図 １ ，
図 ２ お よ び 図 ９ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 け て 詳 細 な 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ４ に お い て 、 エ プ ロ ン ２ ９ の 下 部 エ プ ロ ン ３ １ に は 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ の 任 意 の 場 所 に
複 数 の 横 方 向 に 細 長 く 延 び る 第 ２ 開 口 穴 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 他 は 図 １ ， 図 ２ お よ び 図
９ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 略 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ４ に お い て 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ を 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ か ら 取 り 外 す 際 、 作 業 者 は 第 ２ 開 口
穴 ４ ３ に 手 を 入 れ る 事 が 出 来 る た め 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ の 取 り 外 し 作 業 が 容 易 に な り 、 作
業 性 が 向 上 す る 。 ま た 第 ２ 開 口 穴 ４ ３ に よ り 作 業 者 が 下 部 エ プ ロ ン ３ １ を 支 持 す る こ と が
で き 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ の 落 下 の 危 険 性 を 防 止 で き 、 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。 こ の
た め 作 業 者 は 安 全 か つ 容 易 に 作 業 が で き 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】

次 に 本 発 明 に よ る 第 ４ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ５ に よ り 説 明 す る 。 図 ５ に お い て 、 図 １ ，
図 ２ お よ び 図 ９ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 け て 詳 細 な 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ５ に 示 す よ う に か ご 床 ８ の 前 端 部 に お い て 、 敷 居 受 け １ ７ の 側 面 に 一 対 の 案 内 部 材 ４ ４
が 設 け ら れ 、 こ の 一 対 の 案 内 部 材 ４ ４ の 内 側 に は 、 複 数 に 分 割 さ れ た エ プ ロ ン ２ ９ が 摺 動
自 在 に 支 持 さ れ い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
す な わ ち エ プ ロ ン ２ ９ は 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０
と 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と の 間 に 位 置 す る 中 間 エ プ ロ ン ４ ７ と を 有 し て い る 。 こ の う ち 上 部 エ
プ ロ ン ３ ０ は 、 図 １ の 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 同 様 の 構 成 に よ り 、 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ に よ っ て
か ご 床 ８ に 固 設 さ れ て い る 。 中 間 エ プ ロ ン ４ ７ の 上 下 部 に は 、 折 り 曲 げ 部 ４ ８ が 形 成 さ れ
、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ の 上 部 に は 、 折 り 曲 げ 部 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
下 部 エ プ ロ ン ３ １ と 中 間 エ プ ロ ン ４ ７ に は 、 図 ５ の 図 面 上 で は 図 示 さ れ て い な い が 、 図 ４
に 示 す エ プ ロ ン ２ ９ と 同 様 、 任 意 の 場 所 に 複 数 の 横 方 向 に 細 長 い 第 ２ 開 口 穴 お よ び 第 ３ 開
口 穴 が 各 々 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ５ に お い て 、 作 業 者 は 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ お よ び 中 間 エ プ ロ ン ４ ７ の 第 ２ 開 口 穴 お よ び
第 ３ 開 口 穴 に 手 を 入 れ 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と 中 間 エ プ ロ ン ４ ７ を 案 内 部 材 ４ ４ に 沿 っ て 、
上 下 に 移 動 す る 。 こ の た め 、 作 業 が 容 易 に な り 、 作 業 性 が 向 上 す る 。 ま た エ プ ロ ン ２ ９ の
中 間 エ プ ロ ン ４ ７ お よ び 下 部 エ プ ロ ン ３ ０ に 各 々 折 り 曲 げ 部 ４ ８ ， ３ ４ を 設 け た こ と に よ
り 、 エ プ ロ ン ２ ９ の 落 下 を 防 止 す る こ と が で き 、 安 全 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 こ の た
め 作 業 者 は 安 全 且 つ 容 易 に 作 業 が で き 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】

次 に 本 発 明 に よ る 第 ５ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 ６ に よ り 説 明 す る 。 図 ６ に お い て 、 図 １
， 図 ２ お よ び 図 ９ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 け て 詳 細 な 説 明 は
省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ６ に お い て 、 エ プ ロ ン ２ ９ は 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と 、 上 部 エ プ ロ ン
３ ０ と 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と の 間 に 位 置 す る 複 数 の 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ と を 有 し て い る 。 こ の
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う ち 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ の 下 側 と 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ の 上 側 と 、 複 数 の 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ の
上 下 側 に は 蝶 番 ５ ５ が 取 り 付 け ら れ 、 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ 、 中 間 エ プ ロ
ン ５ ４ は 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 上 部 エ プ
ロ ン ３ ０ と 同 様 に 、 折 り 曲 げ 部 ２ ５ と 貫 通 穴 ２ ７ と 溶 接 ナ ッ ト ２ ８ と を 有 し て い る 。 こ の
た め エ プ ロ ン ２ ９ の 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と か ご 床 ８ の 間 を 、 ボ ル ト ２ ３ ， ２ ３ に よ り 固 定 さ
れ た 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ に よ り 互 い に 連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ６ に お い て 、 ボ ル ト ２ ３ を 取 り 外 し て 下 部 エ プ ロ ン ３ １ か ら 振 れ 止 め 部 材 ２ ４ を 取 り 外
す 。 次 に 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ と を 蛇 腹 状 に 上 方 向 に 容 易 に 畳 み 込 む 。 こ
の 場 合 、 エ プ ロ ン ２ ９ の 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ お よ び 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ は
か ご 床 ８ に 固 設 さ れ て い る 為 、 完 全 に 落 下 せ ず 、 安 全 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 作 業 者
は 安 全 且 つ 容 易 に 作 業 が で き 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】

次 に 本 発 明 に よ る 第 ６ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ７ お よ び 図 ８ に よ り 説 明 す る 。 図 ７ お よ び
図 ８ に お い て 、 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ９ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を
付 け て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ７ に お い て 、 エ プ ロ ン ２ ９ は 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と 、 上 部 エ プ ロ ン
３ ０ と 下 部 エ プ ロ ン ３ １ と の 間 に 位 置 す る 複 数 の 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ と を 有 し て い る 。 上 部
エ プ ロ ン ３ ０ と 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ と 下 部 エ プ ロ ン ３ １ は 、 パ ン タ グ ラ フ 機 構 ６ １ に よ り 連
結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ８ は エ プ ロ ン ２ ９ の 背 面 を 示 し て い る 。 図 ８ に お い て 、 パ ン タ グ ラ フ 機 構 ６ ２ は 、 対 向
配 置 さ れ た 一 対 の く の 字 状 か ら な る リ ン ク ６ ２ を 有 し て い る 。 リ ン ク ６ ２ は 上 下 各 両 端 部
に お い て 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ に 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ 、 中 心 軸 ６ ３ に お
い て 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ に 設 け ら れ た レ ー ル ６ ４ に 沿 っ て 横 方 向 に 摺 動 す る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
各 リ ン ク ６ ２ の 交 叉 点 に は 、 交 叉 し た ア ー ム ６ ６ を 係 止 す る ピ ン ６ ５ が 取 付 け ら れ て お り
、 こ の ピ ン ６ ５ は 各 ア ー ム ６ ６ の 長 さ 方 向 に 設 け ら れ た ス リ ッ ト ６ ７ に 沿 い 移 動 で き る 。
ま た 下 部 エ プ ロ ン ３ １ に は 、 図 ４ の 第 ２ 開 口 穴 ４ ３ と 同 様 な 第 ２ 開 口 穴 ４ ３ が 設 け ら れ て
い る 。 さ ら に 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ に は 図 ２ （ ａ ） の 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ と 同 様 、 折 り 曲 げ 部 ２
５ と 、 貫 通 穴 ２ ７ と 、 溶 接 ナ ッ ト ２ ８ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 ７ お よ び 図 ８ に お い て 、 エ プ ロ ン ２ ９ の 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ 、 中 間 エ
プ ロ ン ５ ４ は 、 互 い に パ ン タ グ ラ フ 機 構 ６ １ に よ り 連 結 さ れ 、 か ご 床 ８ に 固 設 さ れ て い る
。 こ の た め 上 部 エ プ ロ ン ３ ０ 、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ お よ び 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ は 、 完 全 に 落 下
せ ず 、 安 全 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 作 業 者 は 、 第 ２ 開 口 穴 ４ ３ を 利 用 す る こ と に よ り
、 下 部 エ プ ロ ン ３ １ 、 中 間 エ プ ロ ン ５ ４ を 上 方 向 に 上 げ る こ と が 可 能 で あ る 。 作 業 者 は 安
全 且 つ 容 易 に 作 業 が で き 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 大 型 の 駆 動 装 置 を 必 要 と せ ず 、 作 業 者 は 安 全 且 つ 容
易 に 作 業 が で き 、 エ プ ロ ン 下 方 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の か ご 床 の 前 端
部 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の エ プ ロ ン の 斜
視 図 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の 上 部 エ プ ロ ン
の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の 下 部 エ プ ロ ン
の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の か ご 床 の 前 端
部 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 ５ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の か ご 床 の 前 端
部 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 ６ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の か ご 床 の 前 端
部 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご の 第 ６ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の エ プ ロ ン 背 面
図 。
【 図 ９ 】 エ レ ベ ー タ 全 体 の 縦 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の エ レ ベ ー タ か ご の か ご 床 の 前 端 部 を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 従 来 の エ レ ベ ー タ か ご の エ プ ロ ン の 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
７ 　 エ レ ベ ー タ か ご
８ 　 か ご 床
９ 　 か ご 室
１ ０ 　 最 下 階
１ １ 　 最 下 階 乗 場 ド ア
１ ２ 　 最 上 階
１ ３ 　 最 上 階 乗 場 ド ア
１ ４ 　 床 仕 上 材
１ ５ 　 床 材
１ ６ 　 床 補 強
１ ７ 　 敷 居 受 け
１ ８ 　 敷 居
１ ９ 　 溶 接 ナ ッ ト
２ ０ 　 ボ ル ト
２ ２ 　 振 れ 止 め 部 材 取 付 部
２ ３ 　 ボ ル ト
２ ４ 　 振 れ 止 め 部 材
２ ５ 　 折 り 曲 げ 部
２ ６ 　 だ る ま 穴
２ ７ 　 貫 通 穴
２ ８ 　 溶 接 ナ ッ ト
２ ９ 　 エ プ ロ ン
３ ０ 　 上 部 エ プ ロ ン
３ １ 　 下 部 エ プ ロ ン
３ ２ 　 チ ョ ウ ボ ル ト
３ ３ 　 ナ ッ ト
３ ４ 　 折 り 曲 げ 部
３ ５ 　 穴
３ ６ 　 第 １ 開 口 穴
３ ７ 　 折 り 曲 げ 部
３ ８ 　 穴
４ ０ 　 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ
４ １ 　 リ ミ ッ ト Ｓ Ｗ レ バ ー
４ ３ 　 第 ２ 開 口 穴
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４ ４ 　 案 内 部 材
４ ７ 　 中 間 エ プ ロ ン
４ ８ 　 折 り 曲 げ 部
５ ０ 　 折 り 曲 げ 部
５ ４ 　 中 間 エ プ ロ ン
５ ５ 　 蝶 番
６ １ 　 パ ン タ グ ラ フ 機 構
６ ２ 　 リ ン ク
６ ３ 　 中 心 軸
６ ４ 　 レ ー ル
６ ５ 　 ピ ン
６ ６ 　 ア ー ム
６ ７ 　 ス リ ッ ト
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(11) JP 2004-244188 A 2004.9.2



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(12) JP 2004-244188 A 2004.9.2



フロントページの続き

(72)発明者  保　坂　　　賢
            東京都府中市東芝町１番地　東芝エレベータ株式会社府中工場内
Ｆターム(参考) 3F307 BA02  DA23 

(13) JP 2004-244188 A 2004.9.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

